
 

 

 
 
１ はじめ

   ワイヤ

線を使わ

きる電源

本研究

て、電力

の動作に

さらに

波形観測

から求め

試作した

告する。

２ ワイヤ

(1)  給電

写真

回路

 

 

 

 

 

 

(2)  受電

写真

量Ｃ２

Ｄ６～

回路

 

 

 

 

 

３ 受電コ

  今回の

なインダ

ン数：17

   

めに 
ヤレス給電

わずに電力を

源システムで

究では、ワイ

力のワイヤレ

について検討

には、オシロ

測を行い、入

めた特性、ギ

た電子回路を

 

ヤレス給電試

電側の回路

真１のよう

を製作した

写真１ 給

電側の回路

真２のよう

２は直列共振

～Ｄ９は全波

である。 

写真２ 

コイルと給電

の実験で使用

ダクタンス：

7 ターン×

ワイヤ

     

   

（非接触給電

を負荷へ供給

である。 

イヤレス給電

レス伝送の実

討する。 

ロスコープで

入出力の電圧

ギャップとの

を用いて実験

試作回路につ

路 

にワイヤレ

。 

給電側の回路

路 

に、Ｌ３と並

振回路である

波整流回路で

受電側の回

電コイルにつ

用したのは、

：50μＨ、リ

２層、寸法

ヤレス給

     

     

電）技術は、

給することが

電回路を試作

実験を行い、

での回路動作

圧・電流の

の関係につい

験した結果

ついて 

レス給電の試

路 

並列合成静電

る。 

で、Ｃ１４は平

回路 

ついて 

、写真３の

リッツ線、タ

法：φ50 であ

1 

電技術に

    

     

、配

がで

作し

、そ

作や

関係

いて、

を報

試作 

電容

平滑 

よう 

ター 

ある。 

 

４

ヤ

伝

 

 

 

 

 

 

 

５

で

入

を

い

(

 

 

 

 

 

 

に関する研

愛知県立佐

    永坂

 

 

 

 

 

実験回路で

本研究では

ヤレス給電回

伝送の実験を

写真４

ワイヤレス

写真５、写

できた。厚さ

入れ、その上

を設置してコ

いるのかを確

1)  給電コ

写真５

である。波

回路の方

が観測で

（VOLT

写真５

研究 

佐織工業高等

坂 勝弘 

写真３ 

で波形観測 

は、空芯コイ

回路を試作し

を写真４のよ

 ワイヤレ

ス給電試作回

写真６のよう

さ 10ｍｍ程の

上に給電コイ

コイル間にエ

確認した。 

イルの電圧

は、給電コイ

波形として

方形波が正弦

できた。 

TS/DIV=2V、

５ 給電コイ

等学校 

空芯コイル

イルを二つ使

し、電力の

ように行っ

レス給電伝送

回路の動作確

うな結果を得

のシャーレ

イル、下に受

エネルギーが

圧波形観測 

イルの両端

ては、ハーフ

弦波になって

TIME/DIV=2

イルの電圧波

ル 

使ったワイ

ワイヤレス

た。 

送実験 

確認 

得ることが

の中に石を

受電コイル

が伝わって

の電圧波形

・ブリッジ

ていること

2μS） 

波形 

 

 

 

 

 

形 

ジ 

 



 

(2) 受電

      受

     だ正弦

真６

こと

 

 

 

 

 

 

（VO

６ ワイヤ

(1)  給

の関

 

 

 

 

 

図

給

と出力

その実

の結果

ギャ

(2)   横
係に

 

 

 

 

 

     

図

給

は８

を中

ら出力

 空芯

から

下で

る。 

電側の全波

受電側の直列

弦波であっ

のような給

が観測でき

OLTS/DIV=0

写真６ 

ヤレス給電試

電側と受電

係について

１ コイル

の関係 

電コイルと

力電力の関

実験結果は

果からわか

ップ８ｍｍ

方向にずら

ついて 

図２ 横ずれ

電コイルと

ｍｍに固定

心から前後

力電力の変

芯コイルの

、図２の実験

あれば、ほぼ

波整流回路の

列共振回路の

たが、共振で

給電側と同じ

た。 

0.5V、TIME/

受電側の電

試作回路の実

電側のコイル

て 

ル間の出力電

と受電コイル

関係について

は図１のよう

かるように最

前後である

したときの

れ量と出力電

と受電コイル

定した状態で

後に移動さに

変化について

直径は 50ｍ

験結果より

ぼ安定した電

の電圧波形観

の電圧はひず

でない所で

じ方形波で

/DIV=2μS）

電圧波形 

実験結果 

ル間と出力電

電力とギャッ

ル間のギャ

て実験を行っ

になった。

最大出力電力

ることがわか

の出力電力の

電力の関係

ル間のギャ

で、一方のコイ

に移動させな

て実験を行っ

ｍｍである

、直径の３割

電力が伝送

2 

観測 

ずん 

は写 

ある 

 

電力 

ップ 

ップ 

った。 

こ 

力は 

かる。 

の関 

ップ 

イル 

なが 

った。 

こと 

割以 

でき 

(3)

 

７

 

レ

Ｌ

送

 な

 距

適

ス

層

教

知

君

８

 ワ

   

ト

グ

 ワ

さらに、

電力の伝送

ほど出力電

)  一方のコ

関係につい

 給電コイ

８ｍｍに固

を５°ずつ

った。 

 

 

 

 

 

 

図３

図３のよ

るまではあ

10°傾ける

20°傾ける

受電側のコ

していくこ

おわりに

本研究では

レス給電に関

ＬＥＤの点灯

送ができたこ

また、コイ

な影響を及ぼ

今後は、ワ

距離を遠方に

適な状態を作

ス給電システ

層の発展を目

教育現場で活

最後に、そ

知県立佐織工

君にこの場を

参考文献

ワイヤレスが

        

トランジスタ

グリーン・エ

ワイヤレス給

   

直径 50ｍｍ

送は７割以下

電力は低下し

コイルを傾け

いて 

イルと受電コ

固定した状態

つ傾けながら

コイルの傾

ように、受電

あまり変化は

ると出力電力

ると出力電力

コイルが傾く

ことがわかる

は、電磁誘導

関する研究を

灯やモータを

ことを確認し

イルの値によ

ぼすことも理

ワイヤレス給

に効率よく、

作り、電気自

テムにも応用

目指して取

活かしていき

そのような機

工業高等学校

を借り感謝申

が一番わかる

       小暮

タ技術２０

エレクトロニ

給電技術がわ

    松木英

ｍの３割以上

下になり、横

していくこ

けたときの

コイル間の

態で、受電側

ら出力電力の

傾きと出力電

電側コイルを

は見られな

力は、ほぼ６

力は、ほぼ１

くほど出力電

る。 

導方式を用い

を行った。

を回転させ

した。 

より、出力電

理解するこ

給電による電

、電力を伝送

自動車向け

用できない

り組んでい

きたい。 

機会を与え

校関係職員及

申し上げたい

る        技

暮裕明 小暮

１１    

ニクス№６ 

わかる本   

英敏  高橋俊

上になると

横にずれる

とがわかる

出力電力の

ギャップは

側のコイル

の実験を行

電力の関係

を５°傾け

かったが、

６割となり、

１割となり、

電力は低下

いたワイヤ

その結果、

、電力の伝

電力に大き

とができた

電力伝送の

送させる最

のワイヤレ

か、より一

き、学校の

て頂いた愛

及び生徒諸

い。 

技術評論社

暮芳江  著

ＣＱ出版社

ＣＱ出版社

 オーム社

俊輔 共著

、

。 

は 

 

 

 

伝

 

。 

 

最

レ

一

愛 

諸 

社 

著   

社 

社 

社 

著 


